
工事原価計算・管理規則

（目的）

第１条　この規則は、△△建設株式会社における工事原価計算および原価管理について必要な事項を定める。

（工事請負契約単位）

第２条　工事請負にあたっては、工事請負契約単位を設定し、一連の請負契約番号（コードNo.）を付ける。

（原価計算単位）

第３条　原価計算単位は、一工事請負契約ごとに設定する。ただし、施工の場所が近接している附帯工事、または担当者が同一であって事務手続きや原価管理の面から一個の原価計算単位とすることが合理的であるものについては、この限りではない。

２　原価計算単位には、一連の工事番号（コードNo.）を付け、ここに含まれる工事請負契約単位（請負契約№）との対応を明確にする。

３　工事番号（コードNo.）の採番については、別に定める工事管理規程を準用する。

（原価要素項目）

第４条　原価要素項目については、工事管理規程を準用する。

（原価管理）

第５条　工事担当者は、工事台帳、原価管理表などによって、常に実際原価を把握し、予算オーバーにならないことを確認するとともに、事後の対策を立て最終損益（工期を含む）を事前に把握するよう努めなければならない。

２　工事担当者は、原価管理表に基づき毎月「○○現場実行損益見込」を算出し上司に報告する。

３　工事担当者は、原価管理資料および現場管理に基づく各種データを活用して工事結果を分析し、事後の参考資料を作成することに努める。

４　第３項の資料は、保存して全社的な活用を図らなければならない。

（月次試算）

第６条　前条第２項の資料は、部門別に集計し、経営上重要な資料として毎月次試算を作成し社長に報告する。

付　　則

（実施時期）

第１条　この規則は、平成○年○月○日から実施する。








































